
計画のコンセプト・目標について

資料1-1

計画策定までの道のり計画策定までの道のり

①将来を見据えた課題整理①将来を見据えた課題整理

②計画のコンセプト・目標

④実現化方策（施策）④実現化方策（施策）

③交通体系の将来像③交通体系の将来像

検討スケジュール検討スケジュール

第１回 検討会

第１回 作業部会

第２回 検討会

第２回 作業部会

10月

12月

2月

本日

第３回 作業部会

第３回 検討会

第４回 作業部会

Ｈ
２
８
年
度

Ｈ
２
９
年
度

第４回 検討会

秋頃

年内

夏前

夏頃

⑤遂行の体制、ＰＤＣＡ⑤遂行の体制、ＰＤＣＡ

・現状の課題、将来見通し

・市民ニーズ （アンケート調査結果）
・海外先進都市の交通サービス
・自動運転技術の動向
・計画のコンセプト・目標（たたき台）

【これまでの会議の内容】



2

アンケート調査の概要アンケート調査の概要

 18歳以上の市民を対象に、H28年12月に実施
 住民基本台帳より無作為抽出（11,017世帯）
 郵送配布･郵送回収
 6,876人から回収し、地域別の必要サンプル数確保
（回収率：35%、標本率：1％）

分析の視点（コンセプト・目標の検討）分析の視点（コンセプト・目標の検討）

① 居住と交通手段に関するニーズ① 居住と交通手段に関するニーズ ② 生活環境に対する不安② 生活環境に対する不安 ③ 自動車利用者の意識③ 自動車利用者の意識

④ 求める公共交通サービス水準④ 求める公共交通サービス水準 ⑤ 交通政策とまちづくりの連動性⑤ 交通政策とまちづくりの連動性

交通に関する市民のニーズ
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0km～ 5km～ 10km～ 15km～ 20km～ 25km～

H22国勢調査

アンケート調査

都心までの距離

都心までの距離別人口分布

※小地域別に、駅から800m、電停・バス停から300mのバッファが
重なる駅・電停・バス停の片道運行本数の平均値を算出

サンプル特性のチェックサンプル特性のチェック

47%

48%

53%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アンケート調査
(n=6,846)

住民基本台帳

(n=697,465)

男性 女性

男女比

79%

78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アンケート調査

岡山市統計

免許保有率

【参考】 岡山駅からの距離帯（丁目単位）

調査票：参考資料１
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【視点①】 居住と交通手段に関するニーズ【視点①】 居住と交通手段に関するニーズ
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地域の生活拠点地域の生活拠点都心都心

鉄道 路面電車 バス 自転車 徒歩のみ その他 自動車都心（岡山駅周辺1km圏域）
今住んでいる地域で、駅周辺や生活施設が集まる便利な場所
今住んでいる場所の近所
今住んでいる地域から離れた別の地域
岡山市以外の市町村
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【住みたい地域】

都 心都 心

地域の生活拠点地域の生活拠点
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今住んでいる地域の中で便利な場所に住み、
公共交通・自転車・徒歩での移動を中心とする暮らしへの高いニーズ

Ｑ： 住みたいと思う地域Ｑ： 住みたいと思う地域 Ｑ： 仮に、そこに転居した場合、
主に利用したい交通手段は？

Ｑ： 仮に、そこに転居した場合、
主に利用したい交通手段は？

 転居需要は、都心が1割で、岡山駅から離れるほど「地域内の便利な場所」が高まる
 都心や拠点に転居した場合、利用したい交通手段は、公共交通＋自転車＋徒歩
で60%以上

平 日

休 日

実際の交通手段利用率実際の交通手段利用率

主な目的地までの
交通手段
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周辺部や高齢者の方ほど高まる不安感
全ての世代、全ての地域で高い「バスの減便・廃止」に対する不安感
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Ｑ
：

今
の
生
活
で
不
安
に
思
う
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（
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Ｑ
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今
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不
安
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思
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？
（
３
つ
ま
で
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択
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距
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帯

高齢化により
高まる不安感
高齢化により
高まる不安感

周辺部ほど高い
不安感

周辺部ほど高い
不安感

【視点②】 生活環境に対する不安【視点②】 生活環境に対する不安
 多くの世代で「バスの減便廃止」 「自然災害の危険」「自然環境の悪化」
 若い世代は「都市的魅力が低下」「子育て・教育環境の悪化」
 高齢になると「生活施設の減少」「空き家が増加」が高い。

バスが
減便・廃止
バスが
減便・廃止

日常の生活施設
が減少

日常の生活施設
が減少

空き家が
増加

空き家が
増加

頼れる家族
や知人が減少
頼れる家族
や知人が減少

車の運転に
自信がない
車の運転に
自信がない

子育て・
教育環境が悪化
子育て・

教育環境が悪化

憩い空間・交流の場が減少

その他

都市的魅力が低下 自然環境が悪化 自然災害の危険



何らかの物理的・心理的な制約を受けながら運転する方が一定数存在
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Ｑ： 免許保有と運転状況は？Ｑ： 免許保有と運転状況は？

Ｑ： 免許返納をする意向はありますか？Ｑ： 免許返納をする意向はありますか？
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Ｑ： 運転は好きですか？Ｑ： 運転は好きですか？

できれば運転したくない

好きで
運転している
好きで

運転している

返納したいが、移動手段が
なくなるためできない

返納する
予定である

当面
予定なし
当面
予定なし

免許を持っているが、
ほとんど運転しない

免許を
自主返納した

免許を
持っていない

Ｑ：住みたい地域に転居したら、
主に利用したい交通手段は？

Ｑ：住みたい地域に転居したら、
主に利用したい交通手段は？

免許を持っており、
運転している

Ｑ： 主な目的地までの移動手段
（平日／代表交通手段）

Ｑ： 主な目的地までの移動手段
（平日／代表交通手段）
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0% 5% 10% 15% 20% 25%

自然災害の危険

バスの減便・廃止

自然環境が悪化

頼れる家族や知人が減少

空き家が増加

日常の生活施設が減少

子育て・教育環境が悪化

憩い空間・交流の場が減少

都市的魅力が低下

車の運転に自信がない

その他

Ｑ： 今の生活で不安に思うことＱ： 今の生活で不安に思うこと

居
住
地
の
岡
山
駅
か
ら
の
距
離
帯

バスの減便・廃止

【視点③】 自動車利用者の意識【視点③】 自動車利用者の意識
 ふだん「運転している」人のうち、20～30%が「できれば運転したくない」と思っており、75歳以
上の方の約26%が、移動手段がなくなるため、免許返納できていない

 自動車利用者の多くは、「バスの減便・廃止」に不安を感じ、公共交通中心の暮らしが理想

自動車
で移動

やり方がわからない
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現状のサービス水準現状のサービス水準

580円（福渡）

240円（足守）

770円（大井）

200円（庭瀬）

370円（撫川）

570円（興除）

600円（七区入口）

410円（迫川）

400円（西大寺）

370円（平島）

240円（西大寺）

320円（万富）

310円（牟佐）

470円（佐山団地）

岡山駅までの鉄道運賃

岡山駅までのバス運賃

赤字は３00円以上

【凡 例】

鉄道駅
電停

公共交通運行本数

およそ15分に1本以上

およそ30分に1本以上

30分に1本未満

520円（免許C）

Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運行本数は？Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運行本数は？

Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運賃は？Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運賃は？

【視点④】 求める公共交通サービス水準【視点④】 求める公共交通サービス水準
 6割以上のニーズを満たすのは、20分か15分に1本運行される200円の公共交通。
 運行本数に対するニーズは居住地域で差が大きいが、運賃は小さい。

【居住地】
岡山駅5km圏内

【居住地】
岡山駅15km以遠

【居住地】
岡山駅10～15km圏

回
答
数
の
累
積
シ
ェ
ア

求める運行本数（片道）

回
答
数
の
累
積
シ
ェ
ア

求める運賃（片道）

【居住地】
岡山駅5～10km圏

【居住地】
岡山駅5km圏内

【居住地】
岡山駅5～10km圏

【居住地】
岡山駅15km以遠

【居住地】
岡山駅10～15km圏

「20分か15分に1本運行される200円の公共交通」が市民の多くが求めるサービス水準

5km5km

390円（国立病院）

10km10km

15km15km

440円（三蟠）

770円（小串）

400円（岡南）
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25～34歳
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Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運行サービスは？ （３つまで選択）Ｑ： 平日の主な移動で公共交通の利用で求める運行サービスは？ （３つまで選択）
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駅・バス停が近い

早く到着
できる

遅れが
なくなる

乗り換えがない、または簡単

早朝・深夜
の便

段差・階段
がない

車内の
快適さ

公共交通の「質の向上」に対する様々なニーズ

ICカードの共通化

路線や遅延等の情報提供

ICカード販売・精算機の増加

＜定時性・速達性＞＜定時性・速達性＞ ＜路線・ダイヤ・結節＞＜路線・ダイヤ・結節＞

＜コンパクト＋ネットワーク＞＜コンパクト＋ネットワーク＞

＜ICTの有効活用＞＜ICTの有効活用＞

＜バリアの解消＞＜バリアの解消＞

 全世代で、「駅・バス停までの距離」、「定時性・速達性」、「結節性」
 若い世代で「早朝・深夜便」「車内の快適さ」
 高齢になると「段差・階段の解消」へのニーズが高い

％

その他

若い世代ほど
選択率が高い項目
若い世代ほど

選択率が高い項目

高齢になるほど
選択率が高い項目
高齢になるほど
選択率が高い項目

全世代で
選択率の高い項目
全世代で

選択率の高い項目



Ｑ： 車以外の交通手段に転換するための条件は？ （「できれば運転したくない」と回答した自動車利用者）Ｑ： 車以外の交通手段に転換するための条件は？ （「できれば運転したくない」と回答した自動車利用者）

（複数選択可）

【視点⑤】 交通政策とまちづくりの連動性【視点⑤】 交通政策とまちづくりの連動性
 平日・休日ともに、「鉄道・バス・路面電車が便利になる」が最も高い
 平日と比較して、休日は「歩いて回遊する店舗・スポットが増えていく」が高まる
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平日 休日

鉄道・バス・路面電車が便利になる鉄道・バス・路面電車が便利になる 自転車の走行空間や駐輪環境が整備される自転車の走行空間や駐輪環境が整備される

車優先から歩行者優先の空間が増えていく車優先から歩行者優先の空間が増えていく

歩いて回遊する店舗・スポットが増えていく歩いて回遊する店舗・スポットが増えていく

渋滞悪化など自動車の利便性が低下する渋滞悪化など自動車の利便性が低下する その他その他

1.5倍

1.5倍

休日では、「公共交通の利便性向上」に次ぐ条件として
「歩いて回遊する店舗・スポットが増えていく」

・駅やバス停が遠い。歩くのが困難。
・車以外の選択肢が充実すれば。
・小さい子供がいても便利な手段があれば。
・施設側の送迎サービスがあれば。

主な意見（自由記入欄）



総合交通計画のコンセプト・目標（案）
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高齢者・身体障がい者だけでなく、大きな荷物を持った人、妊婦、乳幼児連れ、外国人等、いわゆる交通弱者を広義
に捉えた上で、交通弱者も含めて様々な市民・来街者が、自動車・公共交通・自転車・徒歩等を、都心・周辺部などの
地域特性に応じて自由に選択して便利・快適に利用できる、環境にやさしい人中心の交通体系を築き、各地域の活性
化に寄与するとともに、快適な市民生活を支える。

あらゆる人の交通環境を向上させ、人とまちを元気にする
コ ン セ プ トコ ン セ プ ト

交通基本計画（H13）の基本理念を拡充交通基本計画（H13）の基本理念を拡充

誰もがあこがれる充実の
「子育て・教育都市」

将来都市像Ⅱ

中四国をリードし、
活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」

将来都市像Ⅰ

全国に誇る、
傑出した安心を築く

｢健康福祉・環境都市｣

将来都市像Ⅲ

安全で快適な交通ネットワークをつくる
Safety & Comfortable 

各公共交通機関の連携の中で、効率的で使いやすい公共交
通へ改善するとともに、自動車交通とバランスのとれた公
共交通を中心とする安全で快適な交通ネットワークを構築
し、あらゆる人の移動の質の向上を目指します。

日常の移動を便利にし、健幸な暮らしを支える
Wellness & Sustainable 

徒歩や自転車を中心とする環境にやさしいライフスタイ
ルを醸成するとともに、自動車・生活交通などで身近な
拠点へのアクセス性を向上させることで、都市の持続可
能性を高め、生きがいを感じられる健幸な暮らしの実現
を目指します。

歩いて楽しい都心空間に変える
Enjoy & Activity 

歩いて楽しい都心空間を創出するとともに、回遊性向上に
資する公共交通サービスの向上により、人でにぎわうまち
への再生を目指します。

目 標目 標

１

参加・協働により
交通政策を進める

Together

市民が参加し、課題認識を共有し、
解決方法を一緒に考えることで、
協働による市民目線の交通政策を
推進します。

３

【上位計画】
第六次総合計画
【上位計画】
第六次総合計画

２


